
令和６年４月２３日

報道関係者 各位

明治 32 年（1899 年）に奴国王

墓が発見されて今年で 125 年とな

ります。王墓の発見は偶然のもの

でしたが、副葬品の質量は他の墳

墓を大きく上回るものでした。

この卓越した王墓の副葬品を、

来館者がより分かりやすくイメー

ジできるよう模型で再現しまし

た。

内覧会では、ハンズオン展示とし

て、直径 23 センチメートルの銅鏡や金印（模造品）を実際に手に取ってみることができ

ます。

さらに、青銅器生産関連資料も視覚的に分かりやすくするため、一部展示替えを行いま

した。

１ 日 時 ４月２６日（金）午前１０時～１１時

※一部リニューアルした展示は、４月２７日（土）から一般公開します。

２ 場 所 奴国の丘歴史資料館（春日市岡本３－５７）

３ 担当課 春日市 協働推進部 文化財課 整備活用担当 担当：森井（もりい）

春日市岡本３－５７

TEL 092-501-1144 FAX 092-573-1077

Mail nakoku@city.kasuga.fukuoka.jp

【リリースに関する問い合わせ】

春日市 経営企画部 秘書広報課 広報広聴担当

〒８１６－８５０１ 福岡県春日市原町３－１－５
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奴国王墓の副葬品を再現

王墓発見１２５周年内覧会を開催

▲再現した奴国王墓の副葬品


